
対 象 広島県内に所在する，ものづくり領域・
デジタル領域の中⼩企業

期 間 2021年10⽉〜2022年2⽉ 5ヶ⽉間

カリキュラム

Day1︓ビジョン・アイデア作成

Day2︓価値と顧客定義

Day3・4︓商品開発

Day5・6︓ビジネスモデル設計

Day7︓プロダクト開発

Day8︓DEMO DAY

◆オープンイノベーションプログラム（モノづくり中小企業向け）
ひろしまビジネス実験部 (Ｈ29〜)
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4 Campsを中心とする主な取り組みについて4 Campsを中心とする主な取り組みについて

大項目ラベル

自治体の取組 大学の取組 民間の取組 アフターコロナ都市の環境・繋がりエコシステム形成推進全体 グローバル自治体の取組

技術⼒とビジョンを持つ中小企業が，サポーターとともに新規事業を
開発するプログラム。⾃らも起業家としてモノづくりの苦労と楽しみを
経験してきたメンターが，参加者に伴走しながらアイデアを形にしていく
5か⽉間のプログラム。
(企画・運営︓GOB Incubation Partners）

事業化した
事例も︕
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◆グローバルイノベーション創出プログラム（デジタル化指向企業向け）
Road To Shine（インドDX人材×広島企業の共創）プログラム (R２〜)

対
象 新規事業の開拓に意欲的な広島県内の企業

令
和
３
年
度
成
果

●広島経済レポート
広島の企業とインドの学生によるミニデザインアイデアソンを実施

●中電技術コンサルタント
市⺠の豊かな暮らしのため川の⽔質が計測できるセンサーの開発

●Team Ishihara
エンジニア⾃ら問題を発⾒し、ソリューションを提案できるスキルを
身につけるためのプログラム

●砂谷牛乳
持続可能な農業・畜産業を目指し土壌センサーの開発

●新和⾦属株式会社
障害者の特性が活かされる企業とのマッチング・定着支援

参
加

広島︓申込13社⇒広島県内企業5社を採択
インド︓説明会参加者1300名超⇒５チームを採択

実
施
内
容

〇（広島企業のみ）事業構想ワークショップ（3か⽉）
〇（インド×広島）共創ワークショップ （3か⽉）
〇 デモデイ

4 Campsを中心とする主な取り組みについて4 Campsを中心とする主な取り組みについて

大項目ラベル

自治体の取組 大学の取組 民間の取組 アフターコロナ都市の環境・繋がりエコシステム形成推進全体 グローバルグローバル

インドエンジニア人材と広島企業をワンチームにし，グローバルの
視点を取り入れながら新たな事業構想を目指すプログラム。 インド最大級のスタートアップ・インキュベーション

施設「T-Hub」とパートナーシップを締結。

自治体の取組

プログラムの
紹介サイト⇒



◆デジタル分野での人材育成
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大項目ラベル

自治体の取組 大学の取組 民間の取組 アフターコロナ都市の環境・繋がりエコシステム形成推進全体 グローバル自治体の取組

4 Campsを中心とする主な取り組みについて4 Campsを中心とする主な取り組みについて

次世代データサイエンティストを育て，活躍の場を創ることを目的とした米国スタンフォード大学発の世界的な取組。⻄日本初の地域イベント
として2020年から開催。

イノベーションの担い手となるIT人材の育成を目的としたイベントを多数開催。

⼥性×データサイエンス
⼥性に人気の⾼いテーマを入り⼝にして，様々なレベルのセミ
ナーやワークショップ、アイデアソン等を開催。

令和３年度は初となる完全オンライン形式で，⼥⼦中⾼生向けにIT・プログラミングを使ったものづくりワークショップを開催。
参加者はオリジナルのアプリ，Webサイト，映像作品などを作成した。

WiDS HIROSHIMA（ウィズひろしま）

中高生向けプログラミング教室



シード期〜スタートアップ期のスタートアップを対象とした、事業化支援のための短期集中型の
プログラム。期間中、先輩起業家等とのコミュニティを形成するとともに、受講者が切磋琢磨す
る場を提供。プログラム終盤には、受講者がベンチャーキャピタルや起業家等の前でビジネスモ
デルやサービス内容を説明し、投資や共同事業の実施などを訴求する『デモデイ』を開催。

対象 新たなビジネス展開を検討又は実施いている個人・企業
（創業前〜創業10年以内又は新事業を⽴案・検討中）

期間 ８ヶ⽉間

内容

Day1︓市場分析

Day2︓商品・サービス

Day3︓競合他社設定

Day4︓収支計画（成⻑戦略）

DEMO DAY（ピッチイベント）

CAP「Campsアクセラレーションプログラム」(Ｈ29〜)
◆アクセラレーションプログラム（起業・スタートアップ企業向け）
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大項目ラベル

自治体の取組 大学の取組 民間の取組 アフターコロナ都市の環境・繋がりエコシステム形成推進全体 グローバル自治体の取組

4 Campsを中心とする主な取り組みについて4 Campsを中心とする主な取り組みについて



4 Campsを中心とする主な取り組みについて4 Campsを中心とする主な取り組みについて

CAP優勝者
◆過去のCAP参加企業の取組紹介

【H29】北村 拓也 Ubermensch株式会社
学びたい人と教えたい人を繋ぐオンライン学習プラットフォーム「Molt」を開発。

【H30】大川 拓洋 株式会社ペットワーク(現 株式会社アニポス)
※資⾦調達１億１千万円(2021.6）
ペット治療費に関する保険料請求手続をレシート撮影等で⾏えるアプリを開発。

【H31】清水 義弘 株式会社ためま
地域のイベント情報をWEB上で発信・入手できる地域情報プラットフォーム
「ためまっぷ」を展開。

【R２】臼井 貴紀 Habbit株式会社
一人一人の最適な最期を実現する新生代ケアプランの開発に向け，
必要なデータ取得のために介護施設向けの業務効率化ツールを開発。

デモデイの様⼦
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深澤 裕之 Nurse and Craft合同会社
医療・介護・ヘルスケア，それぞれのサービスを数珠つなぎで提供できる世界の構築に
向け大崎下島で訪問看護サービスを展開，IoT⾒守りサービスやARアプリを開発中。
永田 秀晶 株式会社ハコジム ※資⾦調達5千５百万円
会員制個室トレーニングジム「ハコジム」を運営。空き物件を活⽤し，無人での管理運
営により低価格を実現。
小泉 靖宜 株式会社Forema ※資⾦調達 ⾦額非公開（2018年）
害獣として駆除されたジビエをペットフードとして加⼯し，宅配するサービス「ぺっとさん定
期便」を展開。

R3年度は現在18社応募、4社採択。

その他参加者



サンドボックスを中心とする
デジタル分野の取組について
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